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栗食発 第 0 3 2 7 0 0 3 号

平成 2 1 年 3 月 2 7 日

各都道府県知事 殿

薬事法関係手数料令の
一
部を改正する政令の施行について

栗事法関係手数料令の一部を改正する政令(平成 21年 政令第61号 )(【別添 1】

参照)が 本年 3月 2 7日 に公布され、 4月 1日より施行されることとなつた。

本改正の趣旨、各手数料区分等の取扱い及び留意事項について、下記のとおり定め

たので、貴職におかれては、下記の事項に御留意の上、貴管下関係業者等に周知徹底

を図られたい。

なお、この通知において、薬事法 (昭和 35年 法律第 145号 )を 「法」と、栗事

法施行令 (昭和 36年 政令第 11号 )を 「令」と、薬事法関係手数料令の一部を改正

する政令による改正前の薬事法関係手数料令 (平成 17年 政令第91号 )を 「旧手数

料令」と、改正後の薬事法関係手数料令を 「新手数料令」とそれぞれ略称する。

また、旧手数料令と新手数料令における手数料の額については 【別添2】 を参照さ

れたい。

第
一
 改 正の趣旨

独立行政法人医薬品医療機器総合機構 (以下 「機構」とい う。)に おける医療機

器の承認審査に関する体制の充実強化のため、医療機器の製造販売の承認の申請等

に係る手数料区分を見直 し、医療機器のリスクによる分類等に基づいた区分に細分

化するものである。

厚生労働省医薬食品局

記

また、医薬品、医療機器等の製造業の許可、

び機構に納める手数料の額について、人件費、

ものである。

製造販売の承認の申請等に係る国及

物件費等の実費を勘案して改定する

鞄 蔦



第二 改 正の概要

新手数料令において細分化された各手数料区分については、次の点に留意するこ

と。

1 第 7条 関係 (国に納めなければならない手数料)

(1)用 語の定義

この通知において用いる用語は、以下のとお りとする。

① ク ラス分類

ア ク ラスIV

高度管理医療機器のうち、令第 80条 第 2項 第 7号 ハに掲げるもの

イ ク ラス皿

高度管理医療機器 (令第 80条 第 2項 第 7号 ハに掲げるものを除く。)

ツ ク ラスエ

管理医療機器

エ ク ラス I
一般医療機器

② 新 医療機器等、改良医療機器、後発医療機器の分類

ア 新 医療機器等

既に製造販売の承認を与えられている医療機器 (法第 14条 の 4第 1

項第 1号 及び第 2号 に規定する再審査期間を経過 していないものを除く。

以下この通知において 「既承認医療機器」という。・)と 構造、使用方法、

効能、効果又は性能が明らかに異なる医療機器

イ 改 良医療機器

「新医療機器等」又は 「後発医療機器」のいずれにも該当しない医療

機器

ウ 後 発医療機器

既承認医療機器 と構造、使用方法、効能、効果及び性能が同
一性を有

すると認められる医療機器

(2)第 7条 第 1項 第 1号 二関係

法第 14条 第 1項 又は第 19条 の 2第 1項 に基づく医療機器の製造販売の承

認の申請に係る手数料の区分については以下のとお りである。

① 二 の (1)から(4)までの対象 となる医療機器は、旧手数料令第 7条 第 1項

第 1号 二 (1)に掲げる医療機器 と同様、申請時に臨床試験の試験成績に関す

る資料の添付が必要であり、

ア ニ の(1)は、「クラスIV」の 「新医療機器等」であるもの

イ ニ の (2)は、「クラスIV」の 「改良医療機器」であるもの

ウ エ の (3)は、「クラスIII」又は 「クラスエ」の 「新医療機器等」である

もの

エ ニ の (4)は、「クラスIII」又は 「クラスエ」の 「改良医療機器」である

もの



② 二 の (5)又は (6)の対象 となる医療機器は、旧手数料令第 7条 第 1項 第 1

号二 (2)に掲げる医療機器 と同様、申請時に臨床試験の試験成績に関する資

料の添付が必要ではなく、法第 14条 第 2項 第 3号 (法第 19条 の 2第 5

項において準用する場合を含む。)の 審査に係 る基準 (以下 「承認基準」

とい う。)が 定められている医療機器であり、

ア ニ の (5)は、「クラスIV」の 「改良医療機器」又は 「後発医療機器」で

あるもの

イ エ の (6)は、「クラスIEI」又は 「クラスⅡ」の 「改良医療機器」又は 「後

発医療機器」であるもの

③ 二 の (7)から(9)までの対象 となる医療機器は、旧手数料令第 7条 第 1項

第 1号 二 (3)に掲げる医療機器 と同様、申請時に臨床試験の試験成績に関す

る資料の添付が必要ではなく、承認基準が定められていない医療機器であ

り、

ア ニ の(7)は、「クラスIn/」の 「改良医療機器」であるもの

イ エ の (8)は、「クラスIV」の 「後発医療機器」であるもの

ウ エ の (9)は、「クラスIII」又は 「クラス正」の 「改良医療機器」又は 「後

発医療機器」であるもの

(3)第 7条 第 1項 第 2号 二関係

法第 14条 第 9項 (法第 19条 の 2第 5項 において準用する場合を含む。)

の承認事項の
一部変更承認の申請に係る手数料の区分については以下のとお り

である。

① 二 の(1)の対象となる医療機器は、前号二の(1)から(4)までに掲げるもの

② 二 の(2)の対象となる医療機器は、前号二の(5)又は (6)に掲げるもの

③ 二 の (3)の対象となる医療機器は、前号二の(7)から(9)までに掲げるもの

(4)そ の他

承認基準の定められている体外診断用医薬品を組み合わせて
一体 となった体

外診断用医薬品 (以下 「シリ
ーズ申請品目」とい う。)に ついては、平成 17

年 3月 30日 薬食発第 03300018号厚生労働省医薬食品局長通知 「薬事法関係手

数料令の全部を改正する政令等の施行について」において、その取扱いを示 し

てきたところであるが、その承認取得後に構成製品を追加するための申請及び

新規にシリ
ーズ申請品目の申請を行 う場合の手数料は、第 7条 第 1項 第 1号 イ

(13)に掲げる額とする。

なお、機構に納めなければならない手数料 (第17条 第 1項 第 1号 及び第 2

号関係)に ついては、従前のとお りとする。

第 17条 関係 (機構に納めなけれならない手数料)

(1)第 17条 第 1項 第 1号 二関係

法第 14条 の 2第 1項 (法第 19条 の 2第 5項 及び第 6項 において準用する

場合を含む。)の 審査の うち、法第 14条 第 1項 又は第 19条 の 2第 1項 の承

認についての審査に係る手数料の区分については以下のとお りである。



① 二 の(1)から(4)までの対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1

項第 1号二(1)に掲げる医療機器と同様であり、
ア ニ の(1)は、「クラスIV」の 「新医療機器等」であるもの

イ エ の(2)は、「クラスⅣ」の 「改良医療機器」であって、申請時に臨床

試験の試験成績に関する資料の添付が必要なもの

ウ エ の(3)は、「クラスIEl」又は 「クラスエ」の 「新医療機器等」である

もの

エ ニ の(4)は、「クラスIII」又は 「クラスエ」の 「改良医療機器」であつ

て、申請時に臨床試験の試験成績に関する資料の添付が必要なもの

② 二 の(5)又は(6)の対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1項第
1号二(2)に掲げる医療機器と同様、申請時に臨床試験の試験成績に関する

資料の添付が必要ではなく、承認基準が定められている医療機器であり、

ア ニ の(5)は、「クラスIV」の 「改良医療機器」又は 「後発医療機器」で

あるもの

イ エ の(6)は、「クラスIII」又は 「クラスエ」の 「改良医療機器」又は 「後

発医療機器」であるもの

③ 二 の(7)から(9)までの対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1

項第 1号二(3)に掲げる医療機器と同様、申請時に臨床試験の試験成績に関

する資料の添付が必要ではなく、承認基準が定められていない医療機器で

あり、

ア ニ の(7)は、「クラスIV」の 「改良医療機器」であるもの

イ ニ の(8)は、「クラスIV」の 「後発医療機器」であるもの

ウ エ の(9)は、「クラスIII」又は 「クラスエ」の 「改良医療機器」又は 「後

発医療機器」であるもの

(2)第 17条 第 1項第 2号二関係

法第 14条 の2第 1項 (法第 19条 の2第 5項及び第6項 において準用する

場合を含む。)の 審査のうち、法第 14条 第 9項 (法第 19条 の2第 5項 にお

いて準用する場合を含む。)の 承認事項の
一部変更承認についての審査に係る

手数料の区分については以下のとおりである。

① 二 の(1)から(4)までの対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1

項第 2号二(1)に掲げる医療機器と同様であり、

ア ニ の(1)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(1)に掲げる医療機器

イ ニ の(2)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(2)に掲げる医療機器

ウ エ の(3)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(3)に掲げる医療機器

エ ニ の(4)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(4)に掲げる医療機器

② 二 の(5)又は(6)の対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1項第

2号二(2)に掲げる医療機器と同様であり、

ア ニ の(5)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(5)に掲げる医療機器

イ エ の(6)は、新手数料令第 7条第 1項第 1号二(6)に掲げる医療機器

③ 二 の(7)から(9)までの対象となる医療機器は、旧手数料令第 17条 第 1



号二(7)に掲げる医療機器
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項第 2号 二 (3)に掲げる医療機器 と同様であり

ア ニ の (7)は、新手数料令第 7条 第 1項 第 1

イ 上 の (8)は、新手数料令第 7条 第 1項 第 1号 二 (8)に掲げる医療機器

ウ エ の (9)は、新手数料令第 7条 第 1項 第 1号 二 (9)に掲げる医療機器

(3)第 17条 第 2項 第 1号 関係

機器

施行期 日

平成 21年 4月 1日 か ら施行する。



平成21年 3月 27日  金 曜日 官
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(号外第 62号 ) ( 2分 冊の 1)

(号  外 )
独立行政法人日立印刷局
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治
二
十
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年
二
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日

第
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種

郵
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物

認

可

ン
デ
ロ
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ヂ
ペ
次
チ
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〔政

〈
「
〕

○
内
閣
府
本
府
組
織
令
の

一
部
を
改
正
す
る

政
令

（五
六
）

〇

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令

（五
七
）

Ｏ
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
よ
る
再
評
価

率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
等
の

一
部
を

改
正
す
る
政
令

（五
八
）

Ｏ
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
再
評

価
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
等
の

一
部

を
改
正
す
る
政
令

（五
九
）

○
予
算
決
算
及
び
会
計
令
の

一
部
を
改
正
す

る

士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令

及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の

一
部

を
改
正
す
る
政
令

（六
二
）

Ｏ
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る

政
令

（六
一５

〇

〔省

〇
会
社
法
施
行
規
則
、
会
社
計
算
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（法
務
七
）

○
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出

張
所
設
置
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省

令

（同
八
）

Ｏ
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令

（財
務
八
）

Ｏ
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の

一
部

を
改
正
す
る
省
令

（厚
生
労
働
四
八
）

Ｏ
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す

る
省
令

（同
四
九
）

Ｏ
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す

る
省
令

（同
五
〇
）

Ｏ
全
国
健
康
保
険
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に

関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（同
五

一
）

○
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
の

一

部
を
改
正
す
る
省
令

（同
五
二
）

○
動
物
用
医
薬
品
の
使
用
の
規
制
に
関
す
る

省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（農
林
水
産

一
四
）

○
動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令

（同

一
五
）

Ｏ
土
地
改
良
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す

る
省
令

（同

一
六
）

○

一不
〕

Ｏ
鶏
卵
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約
を

認
定
し
た
件

（公
正
取
引
委
六
）

Ｏ
健
康
保
険
印
紙
の
形
式
の
全
部
を
改
正
す

る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（財
務
八
八
）

〇
国
債
証
券
買
入
鉛
却
法
第

一
条
の
規
定
に

よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

（同
八
九
十
九
二
）

Ｏ
相
続
税
法
第
四
十

一
条
の
規
定
に
基
づ
き

国
庫
に
帰
属
し
た
国
債
の
買
入
消
却
に
関

す
る
件

（同
九
三
）

Ｏ
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名

称
を
公
表
す
る
件

（厚
生
労
働

一
〇
九
）

Ｏ
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
七

か
ら
第
三
十
八
条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定
に
当
た
り

用
い
る
率
を
定
め
る
件

（同

一
一
〇
）

○
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
四

十

一
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（同

一
一
一
）

○
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
五
条
の

二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
を

定
め
る
件

（同

一
一
二
）

○
放
射
性
医
薬
品
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る

件

（同

一
一
三
）

レ

生

○
薬
事
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
を
改
正
す

る
政
令

（六

こ

Ｏ
薬
事
法
施
行
令
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
製
造
管
理
又
は
品
質
管
理
に
注

意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
医
薬
部
外
品
の

一
部
を
改
正

す
る
件

（同

一
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一全

〇
放
射
性
物
質
等
の
運
搬
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
一
五
）

○
薬
事
法
第
五
十
条
第
八
号
の
規
定
に
基
づ

き
習
慣
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
の

一
部
を
改
正

す
る
件

（同

一
一
六
）

○
薬
事
法
第
五
十
条
第
十
号
等
の
規
定
に
基

づ
き
使
用
の
期
限
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
医
薬
品
等
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同

一
一
七
）

○
薬
事
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
規
定
に

基
づ
き
深
夜
及
び
早
朝
の
時
間
帯
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
時
間
帯
及
び
他

の

一
般
販
売
業
の
店
舗
と
共
同
し
て
行
う

医
薬
品
の
販
売
又
は
授
与
に
関
す
る
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
廃
止
す
る
件

（同

一
一
八
）

○
薬
事
法
施
行
規
則
第
百
五
十
四
条
第

一
号

及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
医
療
の
用
に
供
す
る
ガ

ス
類
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
医
薬
品
及
び

歯
科
医
療

の
用
に
供
す
る
医
薬
品
を
定
め

る
件

（同

一
一
九
）

○
薬
事
法
施
行
規
則
第
二
百
十
条
第
五
号
の

規
定
に
基
づ
き
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
第

二
類
医
薬
品
を
定
め
る
件

（同

一
二
〇
）

（以
下
次
の
ベ
ー
ジ

ヘ
続
く
）
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附
則
第
二
条
第

一
項
の
表
第

一
号
中

（地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
七
号
）

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十

一
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
ま
で

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十

一
年
二
月
ま
で

①

・
九
七
七

○

・
九
八
八

に
改
め
る
。

（平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
年
金
の
徳
の
改
定
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
政
令

（平
成
十
六
年
政
令
第
百
十

五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中

「平
成
十
八
年
度
」
を

「平
成
二
十

一
年
度
」
に
改
め
る
。

第

一
項
中

「平
成
十
八
年
四
月
分
」
を

「平
成
二
十

一
年
四
月
分
」
に
、
「平
成
十
七
年
五
月
二
十

一
日
」
を

「平

成
二
十
年
五
月
二
十

一
日
」
に
、
「平
成
十
七
年
六
月

一
日
」
を

「平
成
二
十
年
六
月

一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
項
中

「平
成
十
七
年
六
月

一
日
」
を

「平
成
二
十
年
六
月

一
日
」
に
、
「四

・
八
五
六
」
を

「四

・
八
四
三
」

に
改
め
る
。

第
二
項
中

「地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
再
評
価
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政

令

（平
成
十
八
年
政
令
第
百
十
九
号
と
を

「地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
再
評
価
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政

令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
二
十

一
年
政
令
第
五
十
九
号
ご

に
、
「平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
地
方
議
会

議
員
の
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
政
令
」
を

「平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
年
金
の
額
の
改
定
に

関
す
る
政
令
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
二
十

一
年
二
月
以
前
の
月
分
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
額
及
び
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
年
法
律
第
百
八
号
）
附
則
第
二
条
第
七
号
に
規
定

す
る
退
職
年
金
、
減
額
退
職
年
金
、
通
算
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
又
は
通
算
遺
族
年
金
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣
　
鳩
山
　
邦
夫

内
閣
総
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

予
算
決
算
及
び
会
計
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十
七
日

内
閣
終
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

「販
Ａ
”
空
〓
〈
＋
占
可

予
算
決
算
及
び
会
計
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
会
計
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

一
条
第

一
項
及
び
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

予
算
決
算
及
び
会
計
令

（昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十

一
条
第
十

一
号
中

「、
調
停
補
助
者
、
勧
解
者
」
及
び

”弁
護
人
若
し
く
は
」
を
削
り
、
「代
理
人
」
の
下
に

「、
裁
判
員
、
補
充
裁
判
員
、
選
任
予
定
裁
判
員
、
裁
判
員
候
補
者
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
十
条
　
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
以
後
発
行
さ
れ
る
公
債
に
係
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第

一

項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
銀
行
に
お
い
て
平
成
二
十
年
度
所
属
の
歳
入
金
と
し
て
平
成
二
十

一
年
六
月

二
十
日
ま
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十

一
条
第
十

一
号
の
改
正
規
定
は
、
裁
判
員
の
参
加
す

る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
の
日

（平
成
二
十

一
年
五
月
二
十

一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣
　
与
謝
野
　
馨

内
閣
総
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

薬
事
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

　

名

御

　

璽

平
成
二
十

一

内
閣
総
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

ユ以
Ａコ
と男
ｉ
〈
上十
一
０可

薬
事
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
七
十
八
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

薬
事
法
関
係
手
数
料
令

（平
成
十
七
年
政
令
第
九
十

一
号
）
の

一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
条
第

一
号
及
び
第
二
号
中

「
二
万
六
千
二
百
円
」
を

め
る
。

第
五
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
及
び
第
六
条
第

一
項
第

一
号
中

「
一
万
九
千
四
百
円
」
を

百
円
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第

一
項
第

一
号
イ
０
中

「四
十
八
万
七
百
円
」
を

「五
十
三
万
三
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「十

二
万
千
五
百
円
」
を

「十
四
万
七
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「三
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「二
十
四
万
三

千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
十
的
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「三
十

一
万
四
千
九

百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ

０
及
び
０
中

「二
万
九
千
二
百
円
」
を

「二
万
八
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
及
び
働
中

「二
十
万
三
千
五
百
円
」

を

「二
十
万
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
側
及
び
の
中

「
一
万
九
千
三
百
円
」
を

「二
万
千
三
百
円
」
に
改
め
、

同
号
イ
０
及
び
ｍ
中

「二
万
四
千
百
円
」
を

「二
万
三
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
ロ
中

「五
万
千
百
円
」
を

「四

万
三
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
号
口
倒
及
び
ハ
中

「二
万
円
」
を

「二
万
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
二
中
「０
ま
で
」

を

「側
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ニ
ロ
か
ら
０
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

側
　
薬
事
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十

一
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ

に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
う
ち
、
既
に
製
造
販
売
の
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る
医
療
機
器

（法
第
十
四
条
の
四

第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
新
医
療
機
器
で
あ
っ
て
そ
の
製
造
販
売
の
承
認
の
あ
っ
た
日
後
同
号
に
規
定
す

る
調
査
期
間

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
間
）
を
経
過
し

て
い
な
い
も
の
及
び
同
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
同

号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
す
る
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
工
に
お
い

て

「既
承
認
医
療
機
器
」
と
い
う
。
）
と
構
造
、
使
用
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
が
明
ら
か
に
異
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
で
な
い
も
の
　
十

万
円

に
改
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０
　
令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
う
ち
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
に
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
を
添

付
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

（的
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

十
万
円

０
　
既
承
認
医
療
機
器
と
構
造
、
使
用
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
が
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
で
な
い
も
の

（的
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）

十
万
円

第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
中

「四
」
を

「働
」
に
改
め
、
同
号
二
０
を
同
号
二
働
と
し
、
同
号
二
円
を
同
号
二
側

と
し
、
同
号
二
０
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
に

臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
を
添
付
し
て
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

（い
か
ら
０
ま
で
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

十
万
円

Ｏ
　
Ａ「
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
法
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号

（法
第
十

九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
審
査
に
係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
（０
、

②
、
働
及
び
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一二
万
三
千
三
百
円

０
　
法
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号

（法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
審
査
に

係
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
医
療
機
器

（働
、
側
及
び
側
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

一二
万
三
千
三
百
円

働
　
令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

（０
、
０
、
働
、
口
、
側
及
び
側
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）

一二
万
三
千
三
百
円

田
　
令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
既
承
認
医
療
機
器
と
構
造
、
使
用
方
法
、

効
能
、
効
果
及
び
性
能
が
同

一
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（②
、
働
、
例
及
び
側
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）

一二
万
三
千
三
百
円

０
　
医
療
機
器

（０
か
ら
０
ま
で
、
帥
及
び
０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

一二
万
三
千
三
百
円

第
七
条
第

一
項
第
二
号
イ
０
中

「三
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「
一
万
六
千
七
百
円
」
を

「二
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同

号
イ
的
中

「二
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
働
中

「九
万
百
円
」
を

「十

万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「
一
万
六
千
七
百
円
」
を

「
二
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
の
中

「三
十

一
万

四
千
九
百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
０
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、

同
号
イ
０
中

「
一
方
六
千
七
百
円
」
を

「
二
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
側
中

「三
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「三

十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
側
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
の
中

「
一
万
六

千
七
百
円
」
を

「
二
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
働
中

「二
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」

に
改
め
、
同
号
イ
側
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
働
及
び
的
中

「
一
万
六
千
七
百
円
」
を

「二
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
側
中

「三
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「二
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号

イ
働
中

「九
万
百
円
」
を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
側
中

「
一
万
六
千
七
百
円
」
を

「二
万
六
百
円
」
に
改

め
、
同
号
イ
働
中

「三
十

一
万
四
千
九
百
円
」
を

「三
十
四
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
例
中

「九
万
百
円
」

を

「十
万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
の
及
び
働
中

「
一
万
六
千
七
百
円
」
を

「こ
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
働

及
び
の
中

「
一
万
九
千
五
百
円
」
を

「二
万
三
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
働
中

「三
万
五
千
三
百
円
」
を

「四
万

二
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
口
働
及
び
ハ
中

「
一
万
五
千
八
百
円
」
を

「
一
万
九
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
二
働

か
ら
０
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

働
　
前
号
二
い
か
ら
的
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
九
万
五
千
円

の
　
一智
コ

一０
及
び
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一
一万
八
千
四
百
円

０
　
前
号
二
０
か
ら
０
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
十
一万
八
千
四
百
円

第
九
条
第

一
項
第

一
号
イ
中

「十
六
万
六
千
四
百
円
」
を

「十
八
万
四
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
口
中

「六
万
五

千
五
百
円
」
を

「七
万
四
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中

「八
万
四
千
百
円
」
を

「九
万
二
千
四
百
円
」
に

改
め
、
同
号
口
中

「六
万
四
千
九
百
円
」
を

「七
万
六
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
二
粂
第

一
号
及
び
第
十
二
条
の
二
第

一
項
第

一
号
中

「
二
万
六
千
二
百
円
」
を

「三
万
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中

「薬
事
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十

一
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
」
を

「令
」
に
改
め
、

同
条
第

一
号
中

「
一
万
七
千
四
百
円
」
を

「
二
万
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
一
万
五
千
七
百
円
」
を
ご

万
九
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第

一
号
中

「
一
万
七
千
四
百
円
」
を

を

「
一
万
九
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
Ｅ

万
五
千
七
百
円
」

第
十
七
条
第

一
項
第

一
号
二
中

「０
ま
で
」
を

「０
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
二
働
中

「三
百
七
万
七
千
円
」
を

「八

百
七
十
万
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
二
０
中

「
二
十
八
万
二
千
九
百
円
」
を

「六
百
二
十

一
万
三
千
円
」
に
改
め
、

同
号
二
０
中

「百
十
六
万
四
千
三
百
円
」
を

「六
百
二
十

一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

的
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
的
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一二
百
七
十
二
万
千
二
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
四
十
二
万
九
千
二
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一一一十
四
万
四
千
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
働
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
一
一百
三
十
五
万
五
千
四
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
働
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
百
七
十
六
万
七
千
七
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
百
四
十
万
九
千
九
百
円

第
十
七
条
第

一
項
第
二
号
二
中

「０
か
ら
０
に
」
を

「側
か
ら
０
ま
で
に
」
に
、
「０
ま
で
」
を

「０
ま
で
」
に
改
め
、

同
号
二
働
中

「百
五
十
三
万
八
千
円
」
を

「四
百
三
十
五
万
七
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
二
０
中

「十
四
万
三
千
五

百
円
」
を

「三
百
十
万
九
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
二
０
中

「五
十
八
万
四
千
百
円
」
を
ご
一百
十
万
九
千
九
百
円
」

に
改
め
、
同
号
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
的
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
百
八
十
七
万
二
千
四
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
十
一十

一
万
七
千
六
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
十
七
万
三
千
六
百
円

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
百
十
八
万
千
二
百
円

働
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
八
十
八
万
四
千
二
百
円

９
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
七
十
万
九
千
五
百
円

七
条
第
二
項
第

一
号
ヌ
中

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
働
」
を

「第
七
条
第

一
項
第

０
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に

Ｇ
　
第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
に
掲
げ
る
医
療
機
器
　
八
十
八
万
四
千
二
百
円

第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
ヌ
中

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
働
」
を

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
か
ら
り
ま
で
」

に
改
め
、
同
号
ル
中

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
」
を

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
又
は
０
」
に
改
め
、
同
号
フ

中

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
二
０
」
を

「第
七
条
第

一
項
第

一
号
工
０
か
ら
０
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

内
閣
総
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

　
名

御
　
璽

平
成

二
十

一
年
二
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

第
七
条
第
四
項
第

一
号
中

「十
五
万
円
」
を

「十
四
万
九
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

百
円
」
を

「百
十
九
万
五
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「千
八
百
七
十
五
万
四
千
九
百
円
」

十
五
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

「百
二
十
二
万
四

を

「千
八
百
七



困

脳

日

国

隠
部
蛍
埋
球
菜
黙
仲
帥
韓
謎
曝
凹

′唯
艦
凹



□
韓

キ
米

単
博

止
Ｔ

【
Ｉ
Ｆ

隙
０

躍

臣【
‐Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
．寸
Ｃ

ヽ
山
誨

田
【
騨
黙

０
一

〇
〇
卜
．Ｏ
ｅ

□

耐
武

四
氏

螺
さ

一

冊
料
】
ミ
上
下
Ｄ
Ｄ
Ｏ
一寸
０

ヽ
い
０
四
ヽ
蠍
軍

〇
〇
卜
．Ｏ
め

口
Ｅｒ
巾
四
側
駅
翌

慨
時抵
＋
ｏ
ｏ
Ｏ
一寸
Ｃ

ヽ

耐
ヽ

阻
Ｈ
料
端

ｃ
ｒ

〇
〇
卜
．Ｏ
Φ

□

耐
ヽ

四
氏

潔
港

ｒ

〇
〇
Ｃ
，Ｏ
ゆ
ゆ
．Ｃ

ヽ
い

ｒ
四
゛
螺
≡

〇
〇
の
、Ｏ
Ｃ
Ｏ
】ｒ

く
い

ｒ
四
ヽ
報
，

〇
〇
〇
、Ｃ
∞
Ｎ
．Φ

田
い

ｒ
四
Ｎ
球
母

〇
〇
ｒ
，∞
ｒ
∞

い

ｒ
四
ぺ
球
■

〇
〇
べ
ぃい
０
寸
．酎

指
い

一
町
Ｎ
態
■

０
０
０
．ゆ
ヤ
Ｃ
　
　
　
　
′

て
い

ｒ
暉
Ｎ
球
掌

〇
〇
め
，Ｎ
一
因
【
一

工
い

一
四
Ｎ
熙
≡

〇
〇
ｒ
，Ｏ
ｒ
一

い
い

ｒ
四
Ｎ
蠍
≡

〇
〇
〇
、寸

ｒ
ヽ

い
い

一
町
ヽ
熊
■

選
Ｏ
Ｏ
ｒ
卜∞
∞
卜
，Φ
ミ

（
じ

ヽ
神

ｒ
澪

ｒ
熙

〓

〇
〇
〇
．寸
０
や
、Ｎ

（せ
ヽ
い

一
四

ｒ
黙
■

０
０
ヤ
【寸
Ｃ
Ｏ
．〇
一

（母
ヽ
Ｅぃ
ｒ
四
ｒ
球
≡

〇
〇
ゆ
．
一
〇
０
ぃへ

（こ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
球
≡

Ｏ
Ｏ
ｒ
、一
ゆ
Φ
，一
一

（母
ヽ
い

一
四

ｒ
眠
≡

Ｏ
Ｏ
Φ
、寸
卜
ｒ
．
ｒ

（じ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
怒
ト

〇
〇
卜
、ゆ
寸
一
ぃ０

（じ
ヽ
い
，
四
ｒ蝶
ト

〇
〇
一
．章
〇
〇
卜一

（母
ヽ
い
ｒ
暉
ｒ
熙
ト

Ｏ
Ｏ

ｒ
Ｎ

一
寸

（９
ヽ
Ｅぃ

ｒ四
ｒ
球
ト

〇
〇

一
Ｎ

一
寸

（ｅ
ヽ
い
ｒ
四
ｒ
球
ト

回

〇
〇
寸
．Φ
田 叫

高

■

態

０

〇
〇
寸
、一
側 い

一四

十黙
Ｃ

一
〇
卜
【Ｏ
ｒ 中
Ｎ
四

ｒ黙
軍

Ｏ
Ｏ
卜
，０
一
・１，
＋

へ

皿
【

い
出

ｗ
崎

ｒ

Ｄ
う
守
，わ
Ｎ 叫

ｍ
四

ｒ
球

０

〇
〇
寸

的
Ｎ ふ
＋

Φ
暇
Ｈ
汚
駈

ゆ

〇
〇
寸
”Φ
ペ ■

一
智

一
報

０

〇
〇
寸
一
ヽ や

ｒ
Ｆ

一
態

０

０
０
卜
．〇
一
酎
四

ｒ螺
革

〇
〇
卜
，０
一 Ｅ
Ｉ

ぶ
四

ｒ
憩

軍

〇
〇
∞
，Ｃ
Ｃ
ゆ

じ
ヽ
い

ｒ四

千黙
ト

Ｏ
Ｏ
卜
【卜
寸
一

（Ｓ

ヽ
神

一
習

ｒ
獣

ト

ｏ
ｏ
ｏ
一ゆ
ゆ
ゆ

（じ
ヽ
い
ｒ四
一報
ト

０
０
卜
一卜
寸
一

（Ｓ
ヽ
い
ｒ四
ｒ態
ト

Ｏ
Ｏ
Ｏ
【Φ
寸
い

６
）
ヽ
い

一暉

一駅
ト

０
〇
一
．Ｏ
Ｏ
ｒ

（こ
ヽ
い
ｒ四
十蝶
ト

Ｏ
Ｏ
Ｏ
【∞
寸
一

（じ
ヽ
い
ｒ暉
一球
ト

Ｏ
Ｏ
Φ
一〇
〇
ｒ

（じ
ヽ
い
ｒ四
十熙
ト

Ｏ
〇

一
卜∞
Ｎ

（母
．
（じ
ヽ
い
ｒ四
ｒ怒
ト

〇
〇
ｒ
．０
ヽ

（じ
【
（じ
や
い
や四
ｒ蝶
ト

郎

禁

悪

い

【
ｔ

球

】

躍

控

朋
採
十
ｏ
ｏ
ｃ
．寸
ｃ

Ｄ
Ｄ

ヽ

め
め

口
廿
ヤ
Ｎ
回
Ｈ
騨
球

０
｝

ｗ
叫
と
ヽ

ｌ
Ｔ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
、ぐ
０

ヽ
い
Φ
四
ヽ
報
呈

〇
〇
卜
，Ｏ
Ｄ

回
虻
ｈ
限
Ｈ
引
蠍

ｏ
ｒ

障
ほ
土
‥
Ｏ
Ｏ
Ｃ
寸
Ｃ

ヽ
■
苗

日
民
燦
遇

ｒ

〇
〇
卜
．〇
一

Ｅ
中
田
四
ヽ
黙
幸

Ｃ
０
０
、０
ゆ
ゆ
、Ｃ

ヽ
神

ｒ
晋

田
黙

エ

〇
〇
∞
．０
０
Ｃ
、ｒ
ｒ
日

ヽ
黙

≡

〇
〇
〇
、０
∞
Ｎ
、Ｃ

Ｅ
Ｅぃ
ｒ
暉
弱
球
〓

〇
〇
一
【∞
一
∞

――
い

一
四
Ｎ
難
畳

０
０
Ｎ
．い
０
や
、側

指
い

ｒ
四
Ｎ
黙
≡

〇
〇
０
一ゆ
ｒ
Ｃ

て
い
一
四
ミ
報
エ

０
０
い
【ミ
い
Ｎ
、
一

ユ
い

ｒ
暉
ミ
蠍
早

〇
〇
ｒ
．Ｏ
ｒ
０

卜
ａｒ
ｒ四
倒
熙
■

〇
〇
〇

寸

ｒ
ミ

い
い
ｒ
四
Ｎ
蠍
≡

的

軸

０
０
ヤ
ぃ０
∞
卜
，い
Ｎ

（
じ
ヽ
い

ｒ
腎

ｒ
熙
ト

〇
〇
〇
卜や
０
や
、Ｎ

（せ
ヽ
い
ｒ
四
ｒ
黙
≡

Ｏ
Ｏ
ｒ
．寸
一
〇
．Ｏ
ｒ

（Ｓ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
螺
■

０
０
ゆ
．ヤ
〇
〇
，田

（こ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
態
早

Ｏ
Ｏ
ｒ
、ゆ
ゆ
Φ
．ｒ
ｒ

（じ
ヽ
中

ｒ
四

ｒ
黙
章

Ｏ
Ｏ
”
【寸
卜
一
．
ｒ

（じ
ヽ
い
ｒ
町
ｒ
熙
≡

０
●
卜
、ゆ
す
０
【０

（じ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
螺
■

〇
〇
ｒ
，寸
Ｏ
Ｏ
、
一

（母
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
螺
≡

Ｏ
Ｏ
ｒ
．゙

一
寸

（９
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
報
，

Ｏ
Ｏ
ｒ
．ミ
ヤ
章

（９
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
球
■

田

〇
〇
寸
０
一

や

ｒ
ｇ

ｒ
悪

０

０
０
寸
．Ｏ
ｒ
い

ｒ四

ｒ黙
ｃ

〇
〇
卜
．Ｏ
ｒ

叫

田
四

ｒ
憩

軍

・‥、Ｗ

側
肛
Ｈ
馬
邸

ゆ
一

〇
〇
寸

〇
一

対

Φ
習

ｒ
黙

ゆ

〇
〇
寸
，Ｏ

ｒ

市
■

”

皿
【

▼

耶

崎

〇
〇
寸
ぃＯ
ｒ
い

十四

十螺
Ｃ

〇
〇
寸
ぃ０
一

，１ぃい

ｒ
□
【

▼

林

ｏ

０
０
卜

Ｄ

一

工呼

ヽ
ほ
Ｈ
瑞
駈

寸
ヤ

〇
〇
卜

ゆ

一

林
＋
Ｎ
冊
日
ｒ
抑
鮒
ゆ
一

〇
〇
卜
【０
一
寸

（
じ
ヽ
い

ｒ四

ｒ眠
ト

〇
〇
ゆ
【ｒ
Ｏ
ｒ

（Ｓ
ヽ
い

ｒ四

ｒ巡
ト

〇
〇
卜
〔〇
∞
寸
ヽ
い

ｒ四

ｒ螺
ト

Ｏ
Ｏ
い
，
ｒ
Φ
ｒ

（Ｓ

ヽ
中

ｒ四

ｒ駅
ト

０
０
０
卜寸
十
Φ

（じ
や
い
ｒ四
一報
ト

〇
〇
一
、Ｏ
Ｏ

（こ
ヽ
い

十四
ｒ巡
ト

Ｏ
Ｏ
Ｏ
．寸
ｒ
Φ

（母
ヽ
い

一四
ｒ駅
ト

〇
〇
ｒ
，０
０

（母
ヽ
い

ｒ四

ｒ黙
ト

〇
〇
ミ
．０
ミ

０

．
（じ
ヽ
い

ｒ四

ｒ態
に

０
０
べ
．Ｏ
Ｎ
（じ
ヽ
い

ｒ四

ｒ蔀
ヽ

Q

凶

留

ttK

凹

刺E

（
韓

控

蝉

主

〕卜

誰

鞭

樹

単

翌

球

旧

刺E

翼

駅

旧

側[

（離
隠
球
採
）細
帥
軽
盟

皿
嘔
服
■
Ｇ
ミ

回
唯
二
製
控
緊

回
嘔
維
■
Ｇ
求

回
口置
二
岬
翌
緊

皿
唯
牌
■
Ｇ
択

皿
に
と
製
弾
緊

回
嘔
継
母
Ｇ
択

田
鴫
二
鯛
翌
緊

さ
碍
細
儒
翌
矩
鯛

Ｄ
や
細
儲
翌
矩
掴

田
点
Ｑ
凶

革
帥
緯
投
離

セ
照
雌
緯
投
購

様
駅
製
購

駅
思
像
凶

難
帥
緯
製
離

セ
Ｈ
性
緯
慨
確

（ま
本
ハ
ト
ト
ー
ヽ
Ｘ
ｒＧ
や
）
帽
林
凹
様

（ハ
ト
ト
ー
ヽ
Ｘ

ｒＧ
や
）
唱
郎
凹
様

（煮
本
ハ
ト
ト
ー
ヽ
Ｘ
Ｎ
Ｇ
や
）
に
駅
凹
様

（ハ
ト
ト
ー
末
Ｘ
Ｎ
Ｇ
や
）
に
照
凹
様

哨
郎
凹
賦
軽
凹
黙
巡

幽



団
伸

オ
終

駅
郎

止
可

【
Ｌ
Ｆ

Ⅸ
Ｕ

約

一れ一Ｍ

〇
〇
Ｎ
．Ｃ
Ｃ
寸
〔Ｎ

ヽ
い
Ｎ
四
Ｎ
球
■

〇
〇
０
．ゆ
一
〇

口
Ｅぃ
ヽ
四
ミ
螺
生

〇
〇
卜
，Ｏ
Ｎ
ｒ

く
い
Ｎ
町
側
螺
■

―Ｉ
Ｉぃ
国
町
困
難
登

〇
〇
り
、ミ
一
Ｎ
、ｒ

〇
〇
一
卜〇
一
〇

モ
い
国
暉
Ｎ
球
■

〇
〇
∞
．Ｏ
Ｏ
ｒ

て
い
Ｎ
四
酎
蝶
≡

〇
〇
弱
．Ｃ
Ｃ
寸
、ミ

ヽ
Ｅぃ
国
四
ミ
黙
≡

〇
〇
〇
、ゆ
一
〇

口
叶
酎
四
Ｎ
螺
■

〇
〇
卜
Ｏ
Ｎ
ｒ

く
い
Ｎ
四
Ｎ
蝶
エ

印

帥

〇
〇
０
．
ｒ
Ｏ
Ｎ
，
一

６
じ
ヽ
い

ｒ
暉

ｒ
態
■

〇
〇
〇
、
一
Ｏ
Ｎ
、
一

６
じ
ヽ
い

ｒ
暉

ｒ
蝶
置

０
〇
一
【Ｏ
ｒ
一

↑
じ
ヽ
い

ｒ
暉
ｒ
蠍
■

Ｏ
Ｏ
十
．寸
∞
ゆ

Ｇ
じ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
眠
登

Ｏ
Ｏ
Ｏ
．側
∞
Ｎ

Φ
じ
ヽ
い

ｒ
暉

ｒ
熊
二

〇
〇
Φ
．Ｏ
Ｃ

田
じ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
球
≡

〇
〇
ゆ
【Φ
Ｃ

′
ヽ
″
口
い

ｒ
四

ｒ
眠
≡

０
０
ゆ
、Ｏ
Ｏ
ｒ
、〇
一

↑
）ヽ

い
Ｎ
暉

ｒ
怒
≡

〇
〇
寸
【卜
ゆ
〇
、
一

薇
）ヽ

申
Ｎ
四

十
怒
≡

〇
〇
一
．ゆ
Ｏ
ミ

６
）ヽ

い
へ
暉

Ｆ
球
≡

Ｏ
〇
一
ムゆ
Ｏ
Ｎ

（
せ

ヽ

耐
ヽ

日
■

燦
ド

ｒ

〇
〇
０
．寸
Φ
寸
、∞

（こ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
駅
阜

０
０
Ｃ
．ゆ
卜
∞

（母
ヽ
い
ヽ
日

ｒ
蝶
≡

〇
〇
卜
．ミ
Φ

ｒ

（母
半
い
国
暉

ｒ
熊
エ

Ｏ
Ｏ
卜
．Ｎ
Ｏ
ｒ

（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
蔀
登

〇
〇
ゆ
、Ｏ
Ｏ
ｒ
．〇
一

↑
）ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
熙
≡

０
０
寸
．卜
一
〇
．
ヤ

骨
）ヽ
い
国
暉

ｒ
熙
≡

〇
〇
０
，ゆ
Φ

（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
蠍
ト

Ｃ
Ｏ
ｒ
．ゆ
Ｏ
Ｎ

ａ
）ヽ

い
へ
四

ｒ
巡
登

０
〇
一
【０
０
Ｎ

６
）ヽ
い
へ
暉

ｒ
熊
■

□

〇
〇
ヽ
、ミ
〇
ミ

（９
ヽ
い

ｒ四

ｒ螺
ト

〇
〇
Ｎ
、Ｎ
Ｏ
ヽ

６
ｒ）ヽ

い

一暉

ｒ螺
ト

０
〇
一
【
ｒ
Ｎ

（営
）
，
合
じ
ヽ
い

十暉

一巡
ト

〇
〇
ヽ
】い
寸

６
じ
や
い

一四

一報
ト

０
０
０
．一
Ｎ

ぐ
じ
ヽ
Ｅぃ

ｒ四

ｒ黙
ト

〇
〇
ゆ
，Φ
田

６
じ
ヽ
い

一四

ｒ蝶
ト

〇
〇
寸
【
ｒ
田

′
ヽ
，
↑
）
口
い

一四

一報
ト

０
０
０
ぃ０
寸
ゆ

合
Ｘ
じ
ヽ
い
Ｎ
四
ｒ照
ト

〇
〇
０
ぃＯ
〇
一

６
Ｘ
Ｓ
ヽ
い
へ
四
一蝶
ト

〇
〇
０
ぃ０
ベ

（
ｅ

．
命

）
ヽ

耐
ヽ

日
早

燦
世

（ｅ

．
（せ
ヽ
い
い
四

ｒ熙
ト

０
０
０
．Φ
寸
Φ

６

５

（
こ

ヽ

耐
ヽ

日
早
螺

ド

〇
〇
Φ

Ｏ
Ｏ
ｒ

↑
じ
、
（母
ヽ
い
ヽ
日
一態
ト

〇
〇
０
中Ｏ
Ｎ

食
じ
、
（母
ヽ
い
へ
四
ヤ眠
ト

〇
〇
Ｃ
、〇
ヘ

合
じ
、
（じ
や
い
Ｎ
四
ｒ難
ト

〇
〇
〇
【Φ
章
”

６
じ
ヽ
い
い
町
ヤ蝶
ト

０
０
Φ
．〇
〇
一

ぐ
じ
ヽ
い
Ｎ
町
一報
ト

〇
〇
０
一Ｏ
Ｎ

６
じ
ヽ
い
国
町

ヤ熙
ト

０
０
Ｃ
，０
田

Ｇ
じ
ヽ
い
へ
四

ヤ黙
ト

〇
〇
０
卜Ｏ
Ｎ

Ｇ
じ
ヽ
い
ヽ
四
十態
ト

ｍ軍
☆
米
洩郡
Ｈ
Ｔ
【
卜
ヽ
は
ヽ
】

健

０
０
Ｎ
、Ｃ
Ｃ
や
．Ｎ

ヽ
い
ミ
町
ぺ
巡
≡

Ｏ
Ｏ
Ｏ
【ゆ
ｒ
Ｃ

回
い
Ｎ
四
Ｎ
怒
■

〇
〇
卜
、Ｏ
Ｎ
ｒ

′
ヽ

Eい

Ｎ
四
ミ
蝶
〓

０
０
ゆ
へ
Ｏ
Ｎ
一

い
Ｎ
四
田
黙
≡

〇
〇
ヤ
〔〇
一
〇

指
い
ヽ
四
ヽ
熊
置

〇
〇
∞
【Ｏ
〇
一

て

い

Ｎ
四

困
駅

≡

０
０
Ｎ
．Ｃ
Ｃ
や
、国

ヽ
い
Ｎ
腎
Ｎ
球
■

〇
〇
０
．ゆ
一
〇

田
い
Ｎ
町
Ｎ
球
■

〇
〇
卜
〔Ｏ
Ｎ
ｒ

く
い
ヽ
四
ヽ
悪
≡

控 〇
〇
〇
．
一
〇
ミ
ｒ

６
こ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
黙
≡

０
０
Ｃ
．
一
〇
へ
，一

６
じ
ヽ
中

ｒ
四

ｒ
駅
エ

〇
〇
∞
一〇
”
ｒ

↑
じ
ヽ
Ｅぃ

ｒ
暉

ｒ
報
■

０
０
や
、寸
∞
ゆ

奪
じ
ヽ
い

一
四

ｒ
怒
ｉ

〇
〇
０
，Ｎ
∞
Ｎ

６
じ
ヽ
い

ｒ
四

ｒ
駅
■

Ｏ
Ｏ
Ｏ
．Ｏ
Ｃ

食
こ
ヽ
い

ｒ
暉

ｒ
螺
■

０
０
ゆ
，Ｃ
Ｃ

く

，
Ｅ
い

ｒ
四

ｒ
黙
■

〇
〇
り
、Ｏ
Ｏ

ｒ
ぃ０

一

各
）ヽ

い
Ｎ
四

ｒ
螺
早

〇
〇
寸
．卜
ゆ
０
、
ｒ

（Ｓ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
悪
軍

Ｏ
Ｏ
ｒ
，ゆ
０
国

命
）ヽ

い
Ｎ
四

ｒ
螺
■

Ｏ
Ｏ
ｒ
．ゆ
〇
ミ

命
）ヽ

申
Ｎ
四

ｒ
黙
≡

〇
〇
０
．寸
Φ
寸
．∞

（じ
ヽ
い
へ
暉
ｒ
球
≡

０
０
Ｃ
．０
卜
∞

（じ
ヽ
い
い
四
ｒ
螺
〓

〇
〇
卜
、Ｎ
Ｃ
ｒ

（じ
ヽ
い
Ｎ
暉

ｒ
蝶
■

Ｏ
Ｏ
卜
．Ｎ
一
〓

（じ
ヽ
い
Ｎ
邸

ｒ
熙
■

Ｏ
Ｃ
り
、Ｏ
Ｏ
ｒ
、〇
一

↑
）ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
螺
生

〇
〇
寸
．卜
一
０
ぃ一

合
）ヽ

Ｉぃ
Ｎ
暉

ｒ
蝶
≡

０
０
Ｃ
，ゆ
Φ

（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
怒
生

Ｏ
Ｏ
ｒ
．ゆ
Ｏ
Ｎ

一
）
ヽ
い
へ
四

ｒ
螺
■

Ｏ
Ｏ
ｒ
、ゆ
Ｏ
Ｎ

（９
ヽ
い
Ｎ
四
ｒ
球
≡

田

〇
〇
ゆ
Φ
Ｏ
Ｎ

（母
ヽ
い

ｒ四

ヤ黙
ト

〇
〇
ゆ
Ｃ
Ｏ
ミ

（Ｐ
）ヽ

中

一四

ｒ駅
ト

〇
〇
一
．０
一

じ

．
↑

じ

ヽ

耐
干

田
干

解

Ｏ
Ｏ
ｒ
，一
ゆ

（平
）
ヽ
い

一四

十黙
ト

〇
〇
ｒ
，寸
Ｎ

ぐ
こ
ヽ
い

ｒ四

ｒ黙
ト

Ｏ
Ｏ

ｒ
．寸
Ｎ

６
じ
ヽ
中

ｒ四

ｒ黙
ト

〇
〇
〇
，Ｏ
Ｎ

ヽ

（
こ
回
い

ｒ四

ｒ駅
ト

０
０
の
，章
ｒ
Ｏ

俗
Ｘ
じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ駅
ト

Ｏ
Ｏ
ｒ
、０
０

６

Ｘ

Ｓ

ヽ

耐
ヽ

四

■

駅

ト

Ｏ
Ｏ
卜
、Ｃ
ｒ
（せ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ駅
に

〇
〇
卜
．Ｃ
ｒ

ｅ
、
（母
ヽ
Ｅぃ
Ｎ
四
ｒ報
ヽ

〇
〇
〇
【寸
一
Φ

じ
【（こ
ヽ
い
Ｎ
四
十熙

Ｏ
Ｏ
ｒ
、Ｏ
Ｏ

じ
、
（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ螺

Ｏ
Ｏ
卜
，Ｃ
一

【じ
、
（じ
ヽ
い
Ｎ
四
ｒ巡

〇
〇
卜
．０

一

じ
．
（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ怒

〇
〇
０
、寸
ｒ
一

命
じ
や
い
国
四

一熊
ト

〇
〇
ヤ
【Ｏ
Ｏ

ぐ
じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ怒
ト

〇
〇
卜
，Ｃ
ｒ

６
じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ駅
ト

〇
〇
卜
，Ｃ
ｒ

６
じ
ヽ
い
い
四
一球
ト

Ｏ
Ｏ
卜
、０
十

６
じ
ヽ
い
田
町
一報
ト

Q

凶

皿
鴫
牌
＝
Ｇ
択

回
唯
二
鯛
整
緊

翌
Ｇ
や

３
や
難
軸
離
隠
）
帽
郎
凹
眠
鏡
命
ま
と

Ｋ
抑

長
製
ｋ
ｌ
い
か

回置
翠
導
口哨
ま
最
郎
凹

（稚
隠
ぼ
郎
涌
―
四
附
艇
区
）
細
帥
帽

皿
に
服
■
Ｇ
ば

阻
に
と
製
控
緊

や
増
細
吊
翌
“
廻

Ｄ
や
細
儒
翌
矩
掴

回
唱
服
母
Ｇ
択

田
回Ｅ
二
製
控
感

い
鳴
細
吊
翌
矩
廻

Ｄ
や
細
儒
翌
佃
回

皿
口置
推
母
Ｇ
恨

皿
に
３
鯛
控
緊

Ｇ
や
〉
仲
珊
理
柿
ハ
や
い
生
ヽ
代

さ
鳴
細
儒
翌
矩
廻

Ｄ
や
細
需
翌
矩
瑠

冊
０
卜
Ｏ
卜
か
ヽ
Ｋ

容
増
叫
軸
聴
区
）
に
郎
凹
眠
鯨
蕊
ま
些

田
思
Ｇ
咽
眠
避

区
英
旺

′昧
懇
。選
ぶ

（〓
歴
寮
細
帥
性
）

（日
思

Ｇ
ま
ぶ
耐
引
）翌
Ｇ
や

田
思
Ｇ
帆
旺
と

区
択
眠

′昧
ボ
，選
ボ

（
〓
題
素
細
榊
陣
）

（駅
釈

Ｇ
ま
本
硝
「
）翌
Ｇ
や

田
思
Ｇ
帆
旺
担

区
英
眠

′球
ぶ
・謎
届

Ｇ
ま
本
耐
「
）翌
Ｇ
】

（田
態

明
林
凹
眠
撃
―

（ま
本
ハ
ト
ト
ー
末
）
（Ｎ

Ｇ
や

′
ｒ
Ｇ
や
）
に
無
凹
様

（ハ
ト
ト
ー
ヽ
）
（Ｎ

Ｇ
や

″
ｒ
Ｇ
や
）
に
黙
阻
様

回呂
林
Щ
旺
軽
凹
黙
巡

凹



ｍ
韓

オ
米

単
紳

止
Ｔ

【
Ｉ
Ｆ

激
砲

健

い

約

儒

　

　

　

一　

　

　

神

帥

難
ぶ
韓
裏

撃
総
韓

哀

〇
〇
卜
．一
卜
０
、Ｎ

ヽ
Ｅｒ

一四
ｏ
黙
生

〇
〇
一
．へ
Ｏ
Ｃ

□
い
ｒ暉
ｏ
憩
■

０
０
ゆ
．Ｏ
〇
一
、Ｏ
ｒ

じ
ヽ
Ｅぃ
へ
四

ｒ
球
≡

〇
〇
寸
．卜
ゆ
〇
【
ｒ

合
）ヽ
い
Ｎ
暉

ｒ
黙
■

０
０
寸
．０
ゆ

（母
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
蠍
登

０
０
い
、０
０
ｒ
、〇
一

↑
）ヽ
い
へ
四

ｒ
怒
≡

〇
〇
寸
【卜
ゆ
〇
【ｒ

薇
）ヽ
い
国
四

ｒ
蝶
≡

（じ
ヽ
い
へ
四

ｒ
蝶
≡

〇
〇
寸
、Ｃ
ゆ

（母
ヽ
い
へ
暉
ｒ
報
≡

〇
〇
∞
，ゆ
Ｏ
田

合
じ
ヽ
い
Ｎ
町

ｒ
球
■

〇
〇
い
、一
寸
一

６
じ
ヽ
い
国
四

ｒ
怒
■

〇
〇
０
ぃ
一
Φ

（母
ヽ
い
国
町

ｒ
熙
章

〇
〇
Ｃ
、ゆ
〇

ヽ
タロ
い
ぺ
町

ｒ
球
≡

ｏ
Ｏ
ｏ
一ｏ
Ｏ
∞

ヽ
Ｅｒ

ｒ四
∞
螺
〓

〇
〇
ゆ
．
一
卜
Ｎ

□
い

ｒ四
∞
蝶
章

日

０
０
０
．Ｃ
寸
Φ

合
じ
ヽ
い
国
暉
ｒ球
ト

〇
〇
Ｃ
．Ｏ
Ｏ
ｒ

６
じ
ヽ
い
Ｎ
町
ｒ螺
ト

〇
〇
Ｃ
．〇
ぺ

６
じ
ヽ
Ｅぃ
へ
町

ヤ熊
ト

Ｏ
Ｏ
Ｏ
．０
や
０

６

Ｓ

ヽ

耐
ヽ

四
ユ

解
消

Ｃ
Ｏ
Φ
、Ｏ
Ｏ
ｒ

（雨
）ヽ

い
ヽ
四
一態
ト

０
０
Ｃ
．Ｏ
ヽ

命
Ｓ

ヽ
い
Ｎ
暉
ｒ熙
ト

０
０
Ｃ
一０
ベ

６
Ｓ
ヽ
い
ヽ
四
一態
ト

〇
〇
∞
一Ｎ
寸

６
Ｓ
ヽ
い
Ｎ
四
ヤ蠍
ト

〇
〇
ゆ
十０
ベ

６
Ｓ
ヽ
Ｅぃ
国
四
ｒ球
ト

Ｏ
Ｏ
ゆ
〔Φ
ヽ

ぐ

ぺ
）
ヽ

耐
氏

町
早

探
ド

Ｏ
Ｃ
卜
ぃ０
一

′
ヽ
、
（
じ
□
い
Ｎ
暉

ｒ怒
ト

〇
〇
の
、寸
∞
一

ヽ
■
■

回
Ｈ
▼
態

０

０
０
Ｃ
、寸
ト 口
い

ｒ四

ｒ態
０

認
平
持
文
軒
い
■
卜
滝
坤

】

鰹

臨
騨

稲
而

Ｏ
Ｏ
卜
”Φ
卜
〇
、ミ

ヽ

山

■

回
【
？

郎

卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
ｒ
ミ
０
∞

□
い

ｒ四
０
黙
〓

|
神

Ｏ
Ｏ
ゆ
，Ｏ
Ｏ
ｒ
．０
一

合
）や
い
Ｎ
暉

ｒ
螺
■

〇
〇
ぐ
〔卜
ゆ
〇
，
一

６
）ヽ

い
Ｎ
四

ｒ
怒
■

〇
〇
寸
ぃ０
い

（母
ヽ
い
へ
四

ｒ
黙
■

Ｏ
Ｏ
ゆ
，Ｏ
Ｏ
ｒ
．〇
一

↑
）ヽ

い
Ｎ
四

ｒ
黙
曇

〇
〇
寸
、卜
ゆ
〇
，一

食
）ヽ

い
へ
四

ｒ
黙
■

Ｏ
Ｏ
Ｏ
，０
ゆ

（じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
蠍
■

〇
〇
寸
．Ｃ
ゆ

（母
ヽ
い
Ｎ
町
ｒ
怒
早

Ｏ
Ｏ
∞
、ゆ
Ｏ
Ｎ

↑
じ
ヽ
い
国
四
ｒ態
■

〇
〇
ゆ
、０
寸
一

６
じ
ヽ
い
Ｎ
四

ｒ
蠍
■

〇
〇
０
、
一
Ｃ

（ｅ
ヽ
い
ヽ
四

ｒ
螺
■

〇
〇
Ｃ
，ゆ
Ｃ

く

″
回
い
Ｎ
四

ｒ
黙
■

０
０
Ｃ
，Ｃ
Ｏ
Ｃ

▼
い

一四
∞
蝶
■

〇
〇
０
．一
卜
Ｎ

回
せ

ｒ
冨

∞
黙

≡

回

〇
〇
〇
，寸
一
Φ

合
こ
ヽ
い
Ｎ
四

一黙
ト

〇
〇
ｒ
０
０

６
じ
ヽ
い
Ｎ
暉
一怒
ト

〇
〇
卜
、０
一

６
じ
ヽ
い
Ｎ
四
ｒ蔀
ト

０
０
０
【寸
ｒ
一

６
Ｓ
ヽ
廿
汽

ほ
Ｈ
馬
喘
ト

Ｏ
Ｏ

ｒ
．Ｏ
Ｏ

↑
Ｓ
ヽ
い
Ｎ
町
一蝶
ト

〇
〇
卜
，Ｃ

ｒ

ミ

Ｓ

ヽ

前
ヽ

町
干

潔
ド

〇
〇
卜
ぃ０
一

６
Ｓ
ヽ
い
Ｎ
四
一無
ト

〇
〇
い
、ゆ
Φ

６
Ｓ
ヽ
い
国
四
ｒ蠍
ト

Ｏ
０
０
．〇
一

６
Ｓ
ヽ
い
Ｎ
町
ｒ報
ト

０
０
い
、０
｝
）、
回ぃ
へ
四
ャ球
ト

０
０
∞
．ゆ
一

ヽ

（
じ

口
■

ミ
四

一
蔀

ト

０
０
寸
Ｏ
Ｃ
一

ヽ
い

一四

ｒ螺
ｏ

０
０
ゆ
、ゆ
Ｃ

田
い

十四

ｒ螺
０

貧

凶

田
唯
服
母
Ｇ
択

皿
崎
乙
鯛
弾
緊

（田
思
Ｇ
煮
本
耐
「
）翌
Ｇ
や

田
曜
維
母
Ｇ
求

阻
崎
る
卿
把
緊

Ｇ
や
〉
や
軸
望
冊
ハ
ヽ
い
生
ヽ
Ｒ

（田
思
Ｇ
ま
本
硝
引
）翌
Ｇ
や

３
や
鮒
軸
構
照
）
に
郎
凹
眠
鏡
蕊
ま
寒

Ｋ
軸

黒
判
ｋ
ｌ
い
（

確
翠
導
・に
ま
最
盟
凹

（離

区
球
綜
）細
蜘
韓
選
盟
幽

容
碍
低
蝦
）購
悩
韓
選
蟹
凹

３
や
低
蟹

５
や
難
閑
離
隠
）離
隠
韓
翠
軽
田

３
や
低
醤

さ
増
鮒
ｍ
購
厳
）
穂
隠
韓
翠
怒
田

（
緯

Ｘ

駅

思

通

―

郎

附

謡

Ｘ

）
畑

陣

韓

饗

樫

会
碍
抵
蟹
）
離
憶
韓
翠
蟹
凹

６
や
低
鰻

′Ｄ
や
難
軸
離
磁
）
購
隠
韓
翠
盟
凹

３
や
ほ
懸

ぷ
増
難
軸
稚
眠
）購
隠
韓
謎
軽
凹
郎

磁

回
確
牌
■
Ｇ
ば

皿
哨
帥
二
岬
控
緊

田
思
Ｇ

岨
賦
連
区

英
旺

″昧

ぶ
口選
ぶ

田
熙
Ｇ
則
眠
避

区
英
眠

′昧
ボ
・選
ぶ

容
嶋
鮒
軸
離
隠
）
眠
郎
凹
眠
鏡
総
ま
終

柿
ｏ
卜
Ｏ

卜
か
ヽ
Ｋ

嶋
郎
凹
眠
堅
―

畑
帥
雌
嘔
林
田

図 旺



躍

棄

爵

十

【
障

亀

鰹

ぐ

０
０
Ｃ
寸
Ｎ
０

く
い

ｒ四
０
黙
早

職
時

細

帥

〇
〇
Ｃ
ヽ
〇
ゆ

ヽ
い
Ｎ
暉
∞
螺
■

〇
〇
Ｃ
．一
め

□
や

田
ぷ

∞
蝶

■

回

Ｏ
Ｏ
寸
トベ
０ ヽ
い
Ｎ
四

ｒ球
０

〇
〇
ｏ
一〇
ト 田
や

ヽ
四

ｒ
蠍

０

Ｏ
Ｏ
ゆ
、０
寸
ｒ
押

一
晋

寸
態

ト

〇
〇
い

Ｏ
〇
一
　
一

品
叫
ぺ
肛Ｆ
寸
”
∬
ト

〇
〇
ゆ
一寸
ゆ
卜
，Ｃ
ヤ

対

Φ
四

寸
態

ト

軍
喪

簿

十

【
に

緊

】

〇
〇
Ｃ
、や
ミ
０

く

押

一
四

ｏ
態

や

争

神

〇
〇
Ｃ
，Ｎ
Ｏ
ゆ

ヽ
い
へ
四
的
蝶
≡

０
０
０
，
ヤ
ゆ

口

耐
武

田
Ｂ

解
消

ｒ

亜

〇
〇

一
ぃや
∞

ヽ
い
Ｎ
四

ｒ態
０

〇
〇
〇
【寸
０

口
中
国
四

ｒ黙
ｏ

０
０
０
、０
い
一

中

ｒ四
寸
螺
ト

〇
〇
寸

〇
ヽ
Ｎ

一

い
Ｎ
町
寸
蝶
ト

〇
〇
０
，寸
ゆ
卜
，∞
ヤ

い
０
四
寸
駅
ト

Ｑ
　
　
　
凶

韓
翠
軽
幽
綜

ま
蚕
韓
翠
軽
凹
様

鑑

柄

拒

離

Ｎ 寵
部
＝

恭
孜
盤
絡
Ｓ
繍

恭
玄
邸
経
公
、お
）尽
緑

細
陣
雌
韓
翠
懸
田



竪
窯
窯
昨
【
製
再
】

饗

約

匹
帆

（稚
Ｎ
球
様
）
細
脚
韓
翌
盟
田

〇
〇
ゆ
【寸
Ｃ
Ｃ

Ｋ
い

ｒ
町
田
怒
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
ぃ寸
Ｃ
Ｃ

区
い

ｒ四
側
怒
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
〔寸
〇
〇

ｘ
中

ｒ
暉
田
怒
卜
一

〇
〇
ゆ
【寸
Ｃ
Ｃ

ｘ
申

ｒ暉
側
蝶
卜
す

〇
〇
ゆ
，∞
Ｃ

ミ
い

ｒ暉
∞
蝶
卜
す

〇
〇
ゆ
【∞
０

金
（
ホ
叫

ｒ
時
営
”

駅

卜

ｒ

〇
〇
ゆ
∞
Ｃ

い
い

ｒ
野
田
怒
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
，∞
Ｃ

い
い

ｒ
腎
Ｑ
怒
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
【∞
〇

い
い

ｒ
暉
Ｎ
報
卜
ｒ

（稲
隠
田
思
新
＝
）
細
榊
韓
翠
盤
凹

〇
〇
ゆ
【寸
Ｃ
Ｃ

ユ
市叫
酎
肺口
”
抑郁
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
【や
〇
〇

工
市叫
Ｎ
脈口
側
ψ∬
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
【寸
〇
〇

二
林
叫
Ｎ
暉

田
怒

ト

ヤ

〇
〇
ゆ
，寺
Ｃ
Ｏ

二
市呼
ミ
艦甲
側
ψ頌
卜
ｒ

〇
〇

一
，卜
の

卜
い
∞
邸
側
熙
卜
ｒ

〇
〇

一
．卜
Φ

い
い
い
暉
側
報
卜
ｒ

〇
〇

一
【卜
ゆ

３
い
田
四
側
報
卜
一

〇
〇
十
【卜
一

か
い
Ｎ
野
田
怒
卜
一

〇
〇

一
【卜
Φ

い
い
田
腎
田
熙
卜
ｒ

翠

神

帥

〇
〇
め
、ゆ
〇
卜
，∞

（
こ
Ｈ
い

一
野

ｒ
報
卜
ｒ

〇
〇
〇
、Φ

ヤ
Ｎ
【〇

（母

４‐
ぃ

ｒ
町

ｒ
蝶
卜
ｒ

〇
〇
〇
、Φ
ヤ
Ｎ
【〇

（９
叫
い

ｒ
腎

ｒ
蝶
卜
ｒ

〇
〇
ヽ
、
一
剣
卜
、中

（せ

――
叫

ｒ
昭

ｒ
歌

卜
ｒ

〇
〇
困
、Ｏ
側
寸

（じ

＝
い

ｒ
四

ｒ
報
卜
】

０
〇
一
．寸
寸
Φ

（せ

＝
中

ｒ
日

ｒ
眠
卜
ｒ

〇
〇
章
ぃ０
ゆ
め
，制

（じ

――
い

ｒ
野

ｒ
螺
卜
ｒ

〇
〇
卜
、卜
Ｃ
卜
、
一

（母

――
い

ｒ
野

ｒ
蝶
卜
ｒ

〇
〇
め
、〇
〇
寸
ど

（９

＝
い

ｒ
暉

ｒ
眠
卜
ｒ

〇
〇
め
，卜
ゆ
Φ
，や

（
こ
――
い
田
邸
ｒ眠
卜
ｒ

〇
〇
〇
，Ｏ
Ｏ

，
，い

（避

――
い
Ｎ
暉

ｒ
熙
卜
ｒ

〇
〇
の
，Ｏ
〇
一
，一

（せ

ｉｌ
い
Ｎ
四

ｒ
怒
卜
ｒ

〇
〇
寸
、Ｎ
卜
∞
、
一

（こ

――
い
ミ
暉

ｒ
眠
卜
ｒ

〇
〇
〇
、卜
一
困

（じ

――
い
∞
邸

”
報
卜
ｒ

〇
〇
〇
、ゆ
卜
一

（せ

――
い
的
町

ｒ
怒
卜
ｒ

〇
〇
ヘ
ト
一
∞
一
卜
一

（じ

――
い
『
町

ｒ
報
卜
ｒ

〇
〇
困
寸
∞
∞

（母

――
い
ω
暉

ｒ
眠
卜
ｒ

０
０
ゆ
【〇
〇
ト

（９
＝
い
側
暉

ｒ
眠
卜
ｒ

□

〇
〇
〇

〇
〇

一

（
こ
＝
い

】
野

ｒ
怒
ト

〇
〇
〇
、〇
〇

一

（母

Ｈ
い

ｒ
陣

ｒ
報
ト

〇
〇
〇
卜〇
〇
一

（母
Ｈ
い

ｒ
邸

ｒ
報
ト

Ｏ
Ｏ
Ｏ
、０
０

ヤ

（せ

Ｈ
申

ｒ
暉

ｒ
駅
ト

〇
〇
Φ
、Φ
Φ

（９

叫
い

ｒ
暉

ｒ
報
ト

０
０
ゆ
卜ゆ
”

（９

１１
い

ｒ
暉

ｒ
眠
ト

〇
〇
Φ
【Φ
ゆ

（じ

――
い

ｒ
野

ｒ
怒
ト

〇
〇
Φ

Φ
Φ

（母

――
い

ヤ
野

ｒ
報
ト

〇
〇
〇
、Φ
Φ

（ｅ

ｌｌ
い

ｒ
町

ｒ
怒
ト

〇
〇
〇
、ゆ
Ｏ

（
じ
川
Ｗ
側
暉

ｒ
眠
ト

〇
〇
〇
、ゆ
Ｏ

（
こ
ｔｌ
い
国
四

ｒ
報
ト

〇
〇
〇
ぃい
０

（
こ
――
い
゛
暉

ｒ報
ト

〇
〇
〇
、い
０

（
こ
Ｈ
い
田
日

ｒ
怒
ト

〇
〇
寸
卜∞
∞

（母

――
貯
ω
町

ｒ
報
ト

〇
〇
章
〔∞
Ｎ

爺
）
――
い
Ｎ
邸

ｒ眠
ト

〇
〇
寸
，∞
側

（母

――
い
側
四

ｒ
怒
ト

〇
〇
寺
卜∞
制

（母
Ｈ
い
い
町

ｒ
蝶
ト

〇
〇
寸
卜∞
∞

（せ

ｔｌ
い
ω
四

ｒ
悪
ト

像

図

韓
謎
懸
阻
様
「法
く
い
ふ

ぶ
鳴
低
蟹
）韓
翠
懸
凹
ば
語
”と
Ｋ
い
ふ

韓
翠
懸
凹
様
ぃ
目
筆
Ｘ
曰
く
い
ふ

ぶ
瑠
怪
壁
）韓
選
蟹
Ш
ば
語
”
目
筆
Ｘ
曰
く
い
ふ

３
禅
低
壁
ふ
鳴
鞘
珊
）韓
翠
蟹
凹
黙
遵
”法
Ｋ
い
ふ

３
や
低
鰻
ふ
鳴
鞘
珊
）韓
謎
軽
幽
黙
巡
”
目
堂
区
日
Ｋ
い
ふ

３
終
ほ
蝦
中Ｄ
終
鞘
珊
）韓
謎
曝
凹
ば
再
”占
Ｋ
い
ｓ

３
や
低
盤
コＤ
や
難
珊
）韓
翠
蟹
凹
想
ぷ
”と
ヽ
い
ふ

Ｄ
や
抵
鰻
，Ｄ
や
難
鞘
）韓
翠
盟
凹
黙
遵
口ば
再
市
Ｈ
士
Ｘ
日
Ｋ
い
ふ

韓
謎
蟹
凹
様
ぃと
ヽ
い
ｓ

公
鳴
ほ
蟹
）韓
翠
蟹
凹
ば
再
”占
К
い
ふ

韓
翠
蟹
凹
様
ぃ
日
と
広
日
Ｋ
い
ふ

公
鳴
ほ
蹟
）韓
翌
曝
Щ
ば
語
”
Ｈ
担
Ｘ
曰
く
い
ふ

３
や
低
蟹
ふ
瑠
鞘
瑠
）韓
翠
盤
凹
黙
巡
中と
く
い
ぶ

３
や
低
鰻
ふ
瑠
難
珊
）韓
選
盤
凹
黙
遵
”
目
と
区
日
Ｋ
い
ふ

６
や
低
壁
口Ｄ
や
鮒
珊
）韓
選
懸
凹
駅
喜
”と
ヽ
い
ぶ

６
や
低
蟹
口Ｄ
や
叫
珊
）韓
翠
蟹
Щ
黙
巡
市≧
Ｋ
い
ふ

Ｄ
や
低
壁
口Ｄ
や
鞘
珊
）韓
翠
蟹
幽
黙
巡
口ば
再
“
目
空
区
日
Ｋ
い
ふ

《
Ｅ

い担
＝
）

日
円
―
〓
―
四

（照
蛍
萩
Ｇ
念
凶
様
判
峰
球
）
）
と
０
望
製
語
棄
窯
い
や
雑
里
帥
細
帥
Ｇ
韓
翠
蟹
阻

邸
葉
謡
い
【ｔ
ぷ
】

H 4

細

濡

（
酷

К
い
ｒ四
田
報
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
ゆ
、寸
〇
〇

ミ
い

ｒ
町
田
報
卜
ｒ

〇
〇
ゆ
．∞
Ｃ

い
い

ｒ町
Ｎ
報
卜
】

〇
〇
ゆ
卜∞
Ｃ

（稲
Ⅸ
陣
撫
錦
―
）
神
帥
難
艶
峻
Ｌ

ユ
品
叫
田
旺
ロ
ミ
ψ
駈
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
ゆ
卜や
Ｃ
Ｃ

卜
中
ミ
邸
田
報
卜
ｒ

Ｏ
〇

一
、卜
Φ

い
い
一四
側
巡
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
一、卜
Φ

翠

紳

陣

（
じ
ｉｌ
い

ｒ
四

ｒ
蝶
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
、ト
ト
〇
、ゆ

（Ｓ

ｉｌ
い

ｒ
暉

ｒ
報
卜
す

〇
〇
〇
、国
∞
困

（母

――
い
ｒ暉
ｒ報
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
Φ
、や
Ｃ

一
、
ｒ

（
こ
Ｈ
中
田
町

ｒ眠
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
、∞
Φ
ゆ
ト
ロ

（母
＝
い
田
四
ｒ怒
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
ゆ
、ゆ
章
一

（母

――
い
Ｑ
陣
ｒ蝶
卜
ｒ

Ｏ
Ｏ
十
、寺
∞
ゆ

□

（
こ
ｒｌ
中
ｒ
四
ｒ怒
ト

〇
〇
り
、卜
〇
一

（Ｓ

ＩＩ
い

ｒ
暉

“
怒
ト

〇
〇
Φ
、ゆ
ゆ

（せ

――
い

ｒ
腎

ｒ怒
ト

〇
〇
Φ
卜ゆ
ゆ

（
こ
１１
い
側
四
ｒ巡
ト

〇
〇
〇
．Ｏ
Ｏ

（母

――
い
国
暉

ｒ
怒
ト

〇
〇
寸
、卜
側

（〕

――
い
側
邸

ｒ
怒
ト

〇
〇
卜
、卜
ヽ

念

凶

厳
賦
様
）
細
曲
韓
翠
埋
幽

容
鳴
低
盟
）

離
隠
韓
翠
軽
皿

（Ｄ
や
低
蟹
ふ

鳴
鮒
珊
》

離
厳
韓
翠
懸
田

（Ｄ
や
低
醤
・Ｄ
や
鞘
轍
）

離
厳
韓
謎
懸
凹

容
瑠
ほ
蟹
）

離
区
韓
翠
懸
凹

（Ｄ
や
低
蟹
・３
鳴
鮒
珊
）

朧
熊
韓
翠
懸
皿

（Ｄ
や
低
蟹
，Ｄ
終
鞘
軸
）

篠
憶
韓
謎
懸
幽


